
(57)【要約】

【課題】放電極および集塵極の洗浄による集塵処理中断

をなくし、連続して集塵処理可能であり、かつ洗浄水の

使用量を大幅に減少することができる湿式電気集塵装置

を提供する。

【解決手段】一段荷電型の湿式電気集塵装置において、

ハウジング１０が水平方向に互いに隣接する複数の集塵

室１８を有し、含塵ガス導入管２０が含塵ガスを加湿す

る加湿器３０を介してハウジング１０の下部に接続され

、集塵室１８の直下に充填層４０が設けられており、複

数の集塵ユニット５０のそれぞれが各集塵室１８に収納

され、流路開閉手段２３を備えた清浄ガス流路２２が各

集塵室１８の出側にそれぞれ接続されており、各集塵ユ

ニット５０がそれぞれ独立して給電および洗浄スプレー

可能であり、各流路開閉手段２３がそれぞれ独立して開

閉可能である。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
放 電 極 、 集 塵 極 お よ び こ れ ら の 直 上 に 配 置 さ れ た 洗 浄 ス プ レ ー と か ら な る 集 塵 ユ ニ ッ ト が
縦 型 の ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 納 さ れ た 一 段 荷 電 型 の 湿 式 電 気 集 塵 装 置 に お い て 、 前 記 ハ ウ ジ ン
グ が 水 平 方 向 に 互 い に 隣 接 す る 複 数 の 集 塵 室 を 有 し 、 含 塵 ガ ス 導 入 管 が 含 塵 ガ ス を 加 湿 す
る 加 湿 器 を 介 し て ハ ウ ジ ン グ の 下 部 に 接 続 さ れ 、 前 記 集 塵 室 の 直 下 に 充 填 層 が 設 け ら れ て
お り 、 複 数 の 前 記 集 塵 ユ ニ ッ ト の そ れ ぞ れ が 各 集 塵 室 に 収 納 さ れ 、 流 路 開 閉 手 段 を 備 え た
清 浄 ガ ス 流 路 が 各 集 塵 室 の 出 側 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て お り 、 各 集 塵 ユ ニ ッ ト が そ れ ぞ れ 独
立 し て 給 電 お よ び 洗 浄 ス プ レ ー 可 能 で あ り 、 各 流 路 開 閉 手 段 が そ れ ぞ れ 独 立 し て 開 閉 可 能
で あ る こ と を 特 徴 と す る 湿 式 電 気 集 塵 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 加 湿 器 が 、 加 湿 ス プ レ ー の ノ ズ ル よ り 下 流 側 に あ っ て ノ ズ ル に 対 向 す る 粗 粒 ダ ス ト 捕
集 手 段 を 備 え た 請 求 項 １ 記 載 の 湿 式 電 気 集 塵 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ご み 焼 却 炉 な ど で 発 生 す る 排 ガ ス 中 に 含 ま れ る ダ ス ト を 集 塵 す る 湿 式 電 気 集
塵 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 気 集 塵 装 置 は 、 機 械 式 集 塵 装 置 に 比 べ て 微 細 な ダ ス ト を 捕 集 で き 圧 力 損 失 が 小 さ い た め
に 、 ボ イ ラ な ど の 大 型 設 備 で 広 く 採 用 さ れ て い る 。 電 気 集 塵 装 置 は 、 集 塵 極 を 接 地 し 、 放
電 極 に 直 流 高 圧 を 印 加 し 、 発 生 す る コ ロ ナ 放 電 に よ っ て 気 流 中 の ダ ス ト の 粒 子 を 帯 電 さ せ
、 ク ー ロ ン 力 で 粒 子 を 集 塵 極 に 引 き 付 け て 集 塵 す る 。 ダ ス ト が 集 塵 極 に 付 着 、 堆 積 す る と
、 コ ロ ナ 放 電 が 不 安 定 と な り 集 塵 率 が 低 下 す る の で 、 乾 式 電 気 集 塵 装 置 で は 集 塵 極 を 間 欠
的 に 槌 打 ち し 、 ダ ス ト を 除 去 す る 。 ま た 、 湿 式 電 気 集 塵 装 置 で は 、 集 塵 極 の 表 面 に 水 を 常
時 流 下 さ せ 、 ダ ス ト を 洗 い 流 し 、 放 電 極 に 付 着 し た ダ ス ト は 間 欠 的 に 洗 浄 ス プ レ ー か ら 水
を 噴 射 し て 除 去 し て い る 。 湿 式 電 気 集 塵 装 置 は 、 ダ ス ト の 再 飛 散 が な く 、 高 い 集 塵 率 が 得
ら れ る の で 、 微 粒 ダ ス ト の 捕 集 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 湿 式 電 気 集 塵 装 置 に は 次 の よ う な 問 題 が あ っ た 。
連 続 運 転 の 場 合 、 放 電 極 の 水 洗 浄 は 高 圧 通 電 中 に 行 う こ と に な る の で 、 洗 浄 中 は 集 塵 で き
な い 。 ま た 、 集 塵 極 に 常 時 洗 浄 水 を 流 下 さ せ る の で 、 使 用 水 量 が 多 く 、 大 容 量 の 排 水 処 理
設 備 を 要 す る 。 不 溶 性 の 固 形 分 が 多 い 濁 水 は 使 用 で き ず 、 使 用 水 が 制 限 さ れ る 。 集 塵 極 板
の 表 面 に 均 一 に 水 を 流 す こ と は 非 常 に 難 し く 、 ダ ス ト の 付 着 に よ っ て 洗 浄 水 の 流 路 が 変 わ
り 、 集 塵 極 面 の 僅 か の 変 形 に よ っ て 流 れ が 阻 害 さ れ る 。 し た が っ て 、 実 際 に は 均 一 に 洗 浄
水 を 流 す こ と は 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 発 明 の は 、 放 電 極 お よ び 集 塵 極 の 洗 浄 に よ る 集 塵 処 理 の 中 断 を な く し 、 連 続 し て 集 塵
処 理 可 能 で あ り 、 か つ 洗 浄 水 の 使 用 量 を 大 幅 に 減 少 す る こ と が で き る 湿 式 電 気 集 塵 装 置 を
提 供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 の 湿 式 電 気 集 塵 装 置 は 、 放 電 極 、 集 塵 極 お よ び こ れ ら の 直 上 に 配 置 さ れ た 洗 浄 ス
プ レ ー と か ら な る 集 塵 ユ ニ ッ ト が 縦 型 の ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 納 さ れ た 一 段 荷 電 型 の 湿 式 電 気
集 塵 装 置 に お い て 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ が 水 平 方 向 に 互 い に 隣 接 す る 複 数 の 集 塵 室 を 有 し 、 含
塵 ガ ス 導 入 管 が 含 塵 ガ ス を 加 湿 す る 加 湿 器 を 介 し て ハ ウ ジ ン グ の 下 部 に 接 続 さ れ 、 前 記 集
塵 室 の 直 下 に 充 填 層 が 設 け ら れ て お り 、 複 数 の 前 記 集 塵 ユ ニ ッ ト の そ れ ぞ れ が 各 集 塵 室 に
収 納 さ れ 、 流 路 開 閉 手 段 を 備 え た 清 浄 ガ ス 流 路 が 各 集 塵 室 の 出 側 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て お
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り 、 各 集 塵 ユ ニ ッ ト が そ れ ぞ れ 独 立 し て 給 電 お よ び 洗 浄 ス プ レ ー 可 能 で あ り 、 各 流 路 開 閉
手 段 が そ れ ぞ れ 独 立 し て 開 閉 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 湿 式 電 気 集 塵 装 置 で は 、 充 填 層 で 含 塵 ガ ス 中 の 粗 粒 ダ ス ト を 湿 式 集 塵 し た の ち 、 集 塵
ユ ニ ッ ト で 微 粒 ダ ス ト を 湿 式 電 気 集 塵 す る の で 、 粗 粒 ダ ス ト か ら 微 粒 ダ ス ト ま で 広 い 範 囲
の ダ ス ト を 高 い 集 塵 率 で 捕 集 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ２ 基 の 集 塵 ユ ニ ッ ト の う ち １ 基
の 集 塵 ユ ニ ッ ト の 運 転 を 停 止 し て も 、 残 り の １ 基 の 集 塵 ユ ニ ッ ト に よ り ９ ０ ～ ９ ５ ％ の 集
塵 率 で 集 塵 す る こ と が で き る 。 ま た 、 複 数 の 集 塵 ユ ニ ッ ト が そ れ ぞ れ 独 立 し て 運 転 可 能 と
な っ て い る 。 し た が っ て 、 １ 基 の 集 塵 ユ ニ ッ ト を 洗 浄 し て い る 間 、 他 の 集 塵 ユ ニ ッ ト の 運
転 を 継 続 す る こ と に よ り 、 集 塵 処 理 を 中 断 し な く て 済 む 。 さ ら に 、 集 塵 ユ ニ ッ ト の 上 流 側
に 配 置 さ れ た 加 湿 器 で 含 塵 ガ ス は 水 分 飽 和 さ れ 、 微 粒 水 滴 が ダ ス ト 粒 子 に 付 着 す る 。 微 粒
水 滴 は 微 粒 ダ ス ト 粒 子 と と も に 集 塵 極 で 捕 集 さ れ 、 集 塵 極 面 を 常 に 濡 ら し 、 微 粒 ダ ス ト 粒
子 を 同 伴 し て 流 下 す る 。 し た が っ て 、 集 塵 極 に 洗 浄 水 を 直 接 散 布 す る 必 要 は な い の で 、 使
用 水 量 は 従 来 の １ ／ ５ ～ １ ／ １ ０ に 減 少 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 湿 式 電 気 集 塵 装 置 に お い て 、 前 記 加 湿 器 に 加 湿 ス プ レ ー の ノ ズ ル よ り 下 流 側 に あ っ て
ノ ズ ル に 対 向 す る 粗 粒 ダ ス ト 捕 集 手 段 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。 粗 粒 ダ ス ト 捕 集 手 段 で 粗
粒 ダ ス ト を 捕 集 す る こ と に よ り 、 集 塵 率 を 更 に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ お よ び 図 ２ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 し て い る 。 図 １ は 湿 式 電 気 集 塵 装 置 の 模 式
的 構 成 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ に 示 す 湿 式 電 気 集 塵 装 置 の 一 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
湿 式 電 気 集 塵 装 置 は 、 主 と し て ハ ウ ジ ン グ １ ０ 、 給 水 タ ン ク ２ ７ 、 加 湿 器 ３ ０ 、 充 填 層 ４
０ 、 な ら び に 第 １ お よ び 第 ２ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 縦 長 で あ り 、 頂 部 は 天 板 １ ２ で 、 底 部 は 漏 斗 状 の 底 板 １ ３ で そ れ ぞ れ 塞
が れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 上 部 は 、 天 板 １ ２ か ら 下 方 に 延 び る 隔 壁 １ ７ で 仕 切 ら れ 、
第 １ 集 塵 室 １ ８ ａ お よ び 第 ２ 集 塵 室 １ ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 含 塵 ガ ス 入 口 １ ５ が 、 ハ ウ
ジ ン グ １ ０ の 底 板 １ ３ 寄 り に 開 口 し て い る 。 天 板 １ ２ に は 、 第 １ 集 塵 室 １ ８ ａ の 上 方 出 口
に 通 じ る 第 １ 清 浄 ガ ス 流 路 ２ ２ ａ お よ び 第 ２ 集 塵 室 １ ８ ｂ の 上 方 出 口 に 通 じ る 第 ２ 清 浄 ガ
ス 流 路 ２ ２ ｂ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 各 清 浄 ガ ス 流 路 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ に は 、 第 １ 切 替
え ダ ン パ ー （ 流 路 開 閉 手 段 ） ２ ３ ａ お よ び 第 ２ 切 替 え ダ ン パ ー ２ ３ ｂ が そ れ ぞ れ 取 り 付 け
ら れ て お り 、 出 口 は 清 浄 ガ ス 排 出 管 ２ ５ に 通 じ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 下 方 に 、 給 水 タ ン ク ２ ７ が 配 置 さ れ て い る 。 給 水 タ ン ク ２ ７ に は 、 洗 浄
水 タ ン ク 、 給 水 ポ ン プ な ど が 給 水 管 を 介 し て （ い ず れ も 図 示 し な い ） 接 続 さ れ て い る 。 給
水 タ ン ク ２ ７ に は 、 洗 浄 水 タ ン ク か ら 清 浄 な 洗 浄 水 が 給 水 さ れ る 。 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の
底 板 １ ３ か ら 、 排 水 管 １ ４ が 給 水 タ ン ク ２ ７ ま で 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
加 湿 器 ３ ０ は 、 加 湿 器 ハ ウ ジ ン グ ３ １ の 入 側 に 含 塵 ガ ス 導 入 管 ２ ０ が 接 続 さ れ て お り 、 出
口 側 は 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 含 塵 ガ ス 入 口 １ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 加 湿 器 ハ ウ ジ ン グ ３ １
の 内 部 に 加 湿 ス プ レ ー ３ ２ の 複 数 の ノ ズ ル ３ ３ が 配 列 さ れ て お り 、 ノ ズ ル ３ ３ に は 前 記 給
水 管 ２ ８ か ら 給 水 さ れ る 。 ノ ズ ル ３ ３ の 下 流 側 に ノ ズ ル ３ ３ に 対 向 す る よ う に し て 集 塵 格
子 （ 粗 粒 ダ ス ト 捕 集 手 段 ） ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。 集 塵 格 子 ３ ５ は 、 多 数 の ア ン グ ル が ガ
ス 流 に 対 し て 直 角 方 向 に 千 鳥 状 に 配 置 さ れ て い る 。 加 湿 器 ハ ウ ジ ン グ ３ １ の 底 部 か ら 排 水
管 ３ ７ が 給 水 タ ン ク ２ ７ ま で 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
含 塵 ガ ス 入 口 １ ５ と 前 記 集 塵 室 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ と の 間 に 、 充 填 層 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。
充 填 層 ４ ０ は 、 含 塵 ガ ス 入 口 と 集 塵 室 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ と の 間 を 仕 切 っ て い る 。 充 填 層 ４ ０
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は 、 ポ ー ル リ ン グ 、 ラ シ ヒ リ ン グ 、 ま た は サ ド ル な ど の 多 数 の 成 形 充 填 材 ４ ２ が 格 子 ４ １
と 格 子 ４ １ と 間 に 層 状 に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ａ お よ び 第 ２ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ｂ は 、 放 電 極 ５ １ 、 集 塵 極 ５ ２ お よ
び 洗 浄 水 ス プ レ ー ６ ５ ａ 、 ６ ５ ｂ と か ら な っ て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 突 起 付 き チ ャ ン
ネ ル 型 の 放 電 極 ６ １ の 両 側 に ロ ッ ド カ ー テ ン 型 の 集 塵 極 ５ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 放 電 極 ６
１ に は 、 碍 子 室 ５ ６ ａ 、 ５ ｂ の 碍 子 ５ ７ ａ 、 ５ ７ ｂ か ら 延 び る ケ ー ブ ル ５ ５ を 介 し て 高 圧
電 源 ５ ４ ａ 、 ５ ４ ｂ に 接 続 さ れ て お り 、 直 流 高 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 洗 浄 水 ス プ レ ー ６ ５ ａ
、 ６ ５ ｂ は 、 ノ ズ ル ６ ６ が 放 電 極 ５ １ お よ び 集 塵 極 ５ ２ の 直 上 に 配 置 さ れ て い る 。 ノ ズ ル
６ ６ ａ 、 ６ ６ ｂ に は 洗 浄 水 管 ６ ７ ａ 、 ６ ７ ｂ を 介 し て 給 水 タ ン ク ２ ７ か ら 洗 浄 水 が 供 給 さ
れ る 。 上 記 放 電 極 ５ １ へ の 給 電 お よ び ノ ズ ル へ ６ ６ の 給 水 は 、 第 １ 、 第 ２ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５
０ ａ 、 ５ ０ ｂ ご と に 独 立 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 含 塵 ガ ス 導 入 管 ２ ０ 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 底 板 １ ３ お よ び 清 浄 ガ ス 排 出 管 ２ ５ に 、 窒 素
ガ ス 置 換 口 ７ ０ 、 ７ １ 、 ７ ２ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 窒 素 ガ ス 置 換 口 ７ ０ ～ ７
２ に は 、 窒 素 ガ ス ボ ン ベ 、 圧 力 調 整 弁 な ど が 窒 素 ガ ス 供 給 管 （ い ず れ も 図 示 し な い ） を 介
し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ こ で 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 湿 式 電 気 集 塵 装 置 に よ る 集 塵 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
運 転 に 先 立 ち 、 窒 素 ガ ス 置 換 口 ７ ０ 、 ７ １ 、 ７ ２ か ら 窒 素 ガ ス を ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 供 給 し
て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 内 に 残 留 す る 含 塵 ガ ス を パ ー ジ す る 。 パ ー ジ は 、 含 塵 ガ ス 中 の 可 燃 成
分 の 引 火 ・ 爆 発 を 防 ぐ た め で あ る 。 つ い で 、 ご み 焼 却 炉 な ど で 発 生 し た 含 塵 ガ ス を 含 塵 ガ
ス 導 入 管 ２ ０ か ら ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 導 入 す る 。 ま た 、 加 湿 ス プ レ ー ３ ２ に 加 湿 水 管 ３ ４ を
介 し て 給 水 タ ン ク ２ ７ か ら 加 湿 水 を 供 給 す る と と も に 、 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ の 放
電 極 ５ １ に 直 流 高 電 圧 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
加 湿 器 ３ ０ は 加 湿 ス プ レ ー ３ ２ に よ り ミ ス ト を 発 生 し 、 含 塵 ガ ス を 冷 却 、 加 湿 す る 。 含 塵
ガ ス は 水 分 飽 和 さ れ 湿 潤 ガ ス と な り 、 ミ ス ト の 微 粒 水 滴 が ダ ス ト 粒 子 に 付 着 す る 。 湿 潤 ガ
ス は 、 電 気 集 塵 に お い て ミ ス ト お よ び 微 細 ダ ス ト 粒 子 を 捕 集 し や す く す る 。 湿 潤 ガ ス 中 の
粗 い ダ ス ト 粒 子 は 、 集 塵 格 子 ３ ６ に 衝 突 し 、 捕 集 さ れ る 。 集 塵 格 子 ３ ６ で 捕 集 さ れ た 粗 い
ダ ス ト 粒 子 は 、 水 滴 と と も に 流 下 し 、 排 水 管 ３ ８ を 経 て 給 水 タ ン ク ２ ７ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
つ い で 、 湿 潤 ガ ス は 加 湿 器 ３ ０ か ら ハ ウ ジ ン グ １ ０ 内 に 進 入 し 、 充 填 層 ４ ０ を 通 過 す る 。
こ こ で 、 集 塵 格 子 ３ ６ で 捕 集 さ れ な か っ た 粗 い ダ ス ト 粒 子 と と も に 比 較 的 細 か い ダ ス ト 粒
子 が 、 充 填 材 ４ ２ に 衝 突 し 、 捕 集 さ れ る 。 同 時 に 、 湿 潤 ガ ス 中 に 含 ま れ た ヒ ュ ー ム が 、 充
填 材 ４ ２ に 吸 着 さ れ 、 捕 集 さ れ る 。 ダ ス ト お よ び ヒ ュ ー ム の 捕 集 に よ り 、 集 塵 極 の 汚 れ が
防 が れ る 。 充 填 層 ４ ０ は 例 え ば １ μ ｍ 以 上 の ダ ス ト 粒 子 お よ び 水 滴 し か 捕 集 で き な い の で
、 こ れ よ り 細 か い 微 細 ダ ス ト お よ び ミ ス ト は 捕 集 さ れ ず に 充 填 層 ４ ０ を 通 過 す る 。 ま た 、
充 填 層 ４ ０ は 、 湿 潤 ガ ス の 流 れ を 整 流 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
充 填 層 ４ ０ を 出 た ミ ス ト お よ び 微 細 ダ ス ト は 、 第 １ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ａ お よ び 第 ２ 集 塵 ユ
ニ ッ ト ５ ０ ｂ で 集 塵 極 ５ ２ で 捕 集 さ れ る 。 捕 集 さ れ た ミ ス ト は 、 集 塵 極 面 を 常 に 濡 ら し 、
ダ ス ト を 同 伴 し て 流 下 す る 。 し た が っ て 、 集 塵 極 ５ ２ に 洗 浄 水 を 直 接 散 布 す る 必 要 は な い
の で 、 使 用 水 量 は 従 来 の １ ／ ５ ～ １ ／ １ ０ に 減 少 す る 。 第 １ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ａ お よ び 第
２ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ｂ は 、 例 え ば ０ ． ０ １ μ ｍ ま で の 微 細 ダ ス ト を 集 塵 す る こ と が で き る
。 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ で 除 塵 さ れ た 湿 潤 ガ ス は 、 そ れ ぞ れ 第 １ 、 第 ２ 清 浄 ガ ス 流
路 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ か ら 清 浄 ガ ス 排 出 ２ ５ を 経 て 大 気 中 に 放 出 さ れ る 。 運 転 中 は 常 時 パ ー ジ
ユ ニ ッ ト ６ ０ で 清 浄 ガ ス を 清 浄 ガ ス 排 出 管 ２ ５ か ら 吸 引 す る 。 吸 引 し た 清 浄 ガ ス を パ ー ジ
ユ ニ ッ ト ６ ０ で 加 熱 し て 第 １ 、 第 ２ 碍 子 室 ５ ６ ａ 、 ５ ６ ｂ に そ れ ぞ れ 供 給 し 、 室 内 を 乾 燥
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状 態 に 保 持 し て 高 圧 電 流 の 漏 電 を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ２ １ 】
運 転 中 に 、 例 え ば 第 １ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ａ の 放 電 極 ５ １ お よ び 集 塵 極 ５ ２ に 、 一 定 量 の ダ
ス ト が 付 着 ま た は 堆 積 す る と 、 第 １ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ａ へ の 給 電 を 停 止 す る と と も に 第 １
ダ ン パ ー ２ ３ ａ を 閉 じ る 。 そ し て 、 第 １ 洗 浄 ス プ レ ー ６ ５ ａ か ら 洗 浄 水 を 噴 射 し て 、 ダ ス
ト を 洗 い 流 す 。 ダ ス ト を 洗 い 流 し た 洗 浄 水 は 、 さ ら に 充 填 層 ４ ０ の ダ ス ト を 洗 い 流 し て 、
排 水 管 １ ４ か ら 給 水 タ ン ク ２ ７ に 排 出 さ れ る 。 こ の 間 、 第 ２ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ｂ は 運 転 を
続 け て 、 集 塵 処 理 を 連 続 し て 行 う 。 第 ２ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ｂ だ け の 運 転 で あ っ て も 、 例 え
ば ９ ０ ～ ９ ５ ％ の 集 塵 率 が 保 持 さ れ る 。 不 溶 性 固 体 分 を 含 む 水 で あ っ て も 洗 浄 水 と し て 用
い る こ と が で き る 。 第 ２ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ｂ の 放 電 極 ５ １ お よ び 集 塵 極 ５ ２ に ダ ス ト が 付
着 ま た は 堆 積 し た 場 合 も 、 第 １ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ａ と 同 様 に 、 第 １ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ａ を
運 転 し な が ら 第 ２ 集 塵 ユ ニ ッ ト ５ ０ ｂ の 放 電 極 ５ １ お よ び 集 塵 極 ５ ２ を 洗 浄 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 ら れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 流 路 開 閉 手 段 は 、 ダ ン パ
ー に 代 え て バ タ フ ラ イ 弁 で あ っ て も よ い 。 集 塵 ユ ニ ッ ト の 数 は 、 ３ ま た は ４ で あ っ て も よ
い 。 放 電 極 は 線 型 、 板 型 、 ロ ッ ド 型 な ど で あ っ て も よ く 、 集 塵 極 は 平 板 型 、 エ ク ス パ ン デ
ッ ド メ タ ル 型 、 フ ェ ン ス 型 な ど で あ っ て も よ い 。 粗 粒 ダ ス ト 捕 集 手 段 は 、 集 塵 格 子 に 代 え
て 充 填 層 ま た は フ ィ ル タ ー で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 の 湿 式 電 気 集 塵 装 置 で は 、 独 立 し て 運 転 可 能 な 複 数 の 集 塵 ユ ニ ッ ト を 備 え て い る
の で 、 集 塵 処 理 を 中 断 す る こ と な く 放 電 極 お よ び 集 塵 極 を 洗 浄 す る こ と が で き る 。 例 え ば
、 ２ 基 の 集 塵 ユ ニ ッ ト の う ち １ 基 が 洗 浄 中 で あ っ て も ９ ０ ～ ９ ５ ％ の 集 塵 率 で 集 塵 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
集 塵 ユ ニ ッ ト の 上 流 側 に 配 置 さ れ た 加 湿 器 に よ り 、 含 塵 ガ ス 中 の ダ ス ト は 加 湿 さ れ る の で
、 使 用 水 量 は 従 来 の １ ／ ５ ～ １ ／ １ ０ に 減 少 す る こ と が で き る 。 ま た 、 不 溶 性 固 体 分 を 含
む 水 で あ っ て も 洗 浄 水 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
充 填 層 で 、 ま た は 加 湿 器 の 粗 粒 ダ ス ト 捕 集 手 段 と 充 填 層 と で 湿 式 集 塵 さ れ た の ち 、 集 塵 ユ
ニ ッ ト で 湿 式 電 気 集 塵 さ れ の で 、 粗 粒 ダ ス ト か ら 微 粒 ダ ス ト ま で 広 い 範 囲 の ダ ス ト を 高 い
集 塵 率 で 捕 集 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 湿 式 電 気 集 塵 装 置 の 模 式 的 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 湿 式 電 気 集 塵 装 置 の 一 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 放 電 極 お よ び 集 塵 極 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 ハ ウ ジ ン グ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ４ 　 排 水 管
１ ５ 　 含 塵 ガ ス 入 口 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ８ 　 集 塵 室
２ ０ 　 含 塵 ガ ス 導 入 管 　 　 　 　 　 　 　 ２ ２ 　 清 浄 ガ ス 流 路
２ ３ 　 ダ ン パ ー 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ５ 　 排 ガ ス 排 出 管
２ ７ 　 給 水 タ ン ク 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ８ 　 給 水 管
３ ０ 　 加 湿 器 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ２ 　 ハ ウ ジ ン グ
３ ２ 　 加 湿 ス プ レ ー 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ３ 　 ノ ズ ル
３ ６ 　 集 塵 格 子 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ８ 　 排 水 管
４ ０ 　 充 填 層 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ２ 　 充 填 材
５ ０ 　 集 塵 ユ ニ ッ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ １ 　 放 電 極
５ ２ 　 集 塵 極 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ４ 　 高 圧 電 源
６ ０ 　 パ ー ジ ユ ニ ッ ト 　 　 　 　 　 　 　 ６ ５ 　 洗 浄 ス プ レ ー
６ ６ 　 ノ ズ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ７ ０ ～ ７ ２ 　 窒 素 置 換 口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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